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 終章では、まとめと考察を⾏う。考察では、序章で提起した 3 つの問題点の検討を通し
て、１）チベット系社会の親族研究に対しては、系譜的なつながりだけでなく⽇々の関わり
を通して築かれるニリンのような親族に注⽬する必要があること、その親族は⽇常⽣活と
選挙に影響を与えるような存在であること、関わりに注⽬すると親族と⾮親族のあいだの
区別は明確ではないこと、２）道義と戦術の概念は構成的な視点から再構成でき、⼈類学の
親族研究における断絶を埋め合わせることは可能であること、３）サブスタンス概念には還
元できない⼈びとのつながりが存在し、それは場と時間の共有とそこでの⼈びとの微細な
ふるまいに注⽬することによって理解可能となること、以上の三点を明らかにする。 
